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「職
人
歌
合
」
の
詠
者
た
ち

―
―

『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
の
場
合
―
―

一

中
世
、
職
人
に
対
す
る
関
心
が
た
か
ま
り
、
職
人
を
題
材
と
す
る
物
語

。
小

説
が
多
く
制
作
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が

『文
正
草
子
』
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
歌
合
の
世
界
で
は
、
か
な
り
以
前
か
ら
職
人
が
登
場
し
て
い

た
。
古
く
は

『東
北
院
職
人
歌
合
』
『鶴
岡
放
生
会
職
人
歌
合
』
が
あ
り
、室
町

時
代
に
入
っ
て
は

『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
と

『
七
十

一
番
職
人
歌
合
』
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
職
人
が
自
ら
の
生
活
や
心
情
を
歌
に
詠
ん
だ
も
の
を

番
え
て
、
し
か
る
べ
き
人
が
判
を
な
し
て
い
る
。
た
と
え
ば

『東
北
院
職
人
歌

合
』
（五
番
本
）
で
は
、
医
師

。
陰
陽
師
、
鍛
冶

・
番
匠
、
刀
磨

・
鋳
物

師
、

巫
。博
打
等
が
歌
を
詠
み
、
経
師
が
判
者
と
な

っ
て
い
る
。
『
鶴
岡
放
生
会
職
人

歌
合
』
で
は
、
作
者

（詠
者
）
に
は
左
方
に
楽
人

・
宿
曜
師

・
持
経

・
遊
君

・

絵
師

・
銅
細
工
等
が
、
右
方
に
は
舞
人

・
算
道

・
念
仏
者

。
自
拍
子

・
綾
織

。

蒔
絵
師
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
判
者
は
鶴
岡
八
幡
宮
神
主
で
あ
る
。

『
三

十
二
番
職
人
歌
合
』
で
は
、
千
秋
万
歳
法
師

。
絵
解
、
師
子
舞

。
猿
牽
等
が
歌

を
詠
み
、
勧
進
聖
弁
説
上
人
が
判
を
加
え
た
と
あ
り
、
『七
十

一
番
職
人
歌
合
』

の
み
が
衆
議
判
と
な

っ
て
い
る
。
「職
人
歌
合
」
の
序
に
は
、
職
人
た
ち

の
こ

と
を

「
み
ち
ノ
ヽ
の
も
の
ど
も
、
人
な
み
ノ
ヽ
に
ま
い
り
て
」

（東
北
院
職
人

岩

崎

佳

枝

歌
合
）
、
「道
々
の
輩
ど
も
、
あ
る
は
役
に
し
た
が
ひ
、
あ
る
は
友
に
さ
そ
は
れ

て
や
す
ら
ひ
く
ら
す
」
（鶴
岡
放
生
会
職
人
歌
合
）
、

「
し
か
あ
れ
ば
よ
き
き
ぬ

を
き
ざ
る
あ
き
人
も
、
あ
し
か
を
に
な
へ
る
わ
ら
は
べ
も
、
各
月
に
よ
せ
恋
に

な
ず
ら
へ
て
歌
を
あ
は
せ
」
舎
一十
二
番
職
人
歌
合
）
、
「を
ろ
か
な
る
草
の
む

し
ろ
に
も
心
を
の
べ
け
る
あ
ま
り
」
（七
十

一
番
職
人
歌
合
）
と
い
う
。
い
わ
ゆ

る
諸
職
諸
道
に
携
る
人
た
ち
の
詠
歌
だ
と
あ
る
が
、
勿
論
、
そ
れ
を
直
ち
に
信

ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
で
は

一
体
、
い
か
な
る
人
び
と
が
職
人
歌
を
詠
ん
だ

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
、
「職
人
歌
合
」
の
成
立
事
情

や
文
芸
と
し
て
の
特
色
、
さ
ら
に
は
こ
れ
ら
歌
合
の
成
立
し
た
社
会
的
背
景
を

も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。　
小
稿
に
お
い
て
は
、
『
三
十
二
番

職
人
歌
合
』
の
詠
者
に
つ
い
て
明
確
に
な

っ
た
部
分
を
論
述
す
る
こ
と
と
し
た

い
。
ま
た
そ
れ
は
当
時
の
上
層
公
卿
た
ち
の
詠
作
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
階
層
の
人
た
ち
が
特
定
の
職
人
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
事
情
に
つ
い

て
も
多
少
言
及
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二

『
三
十
二
番
職
人
盤
袷
』
の
成
立
年
時
に
つ
い
て
は
、
多
く
、
漠
然
と
室
町

時
代
後
期
と
さ
れ
て
い
る
。
時
代
を
限
定
し
て
も
文
明
年
間
の
作
か
と
す
る
の
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か
「
科
“
嘲
一
』
“
げ
築
か
け
力ヽ 、
つ 実
れ
制
赫
」
時
こ （と 一
融
商
獅
一

¨
辞
け
い
単 っ

に
記
し
て
お
こ
う
。
「
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
第
二
十
番
の
右
の
歌
は
石
切
（石

工
）
の

「あ
な
た
う
と
つ
く
る
ノ
ヽ
も
い
し
の
火
の
ひ
か
り
を
や
が
て
は
な
つ

御
仏
」
と
あ
る
が
、
判
詞
で

「右
の
石
き
り
の
つ
く
る
ノ
ヽ
光
を
は
な
た
る
る

は
、
仏
の
通
力
に
て
は
な
く
て
、
石
に
あ
た
る
た
が
ね
の
ち
か
ら
よヽ
ヽり
ち
ヽゅ
喘

光
明
な
れ
ば
、
火
打
の
石
仏
と
申
さ
む
も
道
理
か
な
ふ
べ
く
や
。
当
時
の
は
や

り、
仏、
、
谷、
の、
観、
音、
も、
石、
仏、
と、
こ、
そ、
申、
な、
れ、
」
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う

「谷
」
と

は
京
都
の
西
郊
の
谷
村
の
こ
と
で
、
そ
こ
に
あ
る
石
造
の
観
音
が
爆
発
的
な
信

仰
を
え
て
、
貴
賤
こ
そ

っ
て
参
詣
し
た
の
が
明
応
三
年
の
春
か
ら
秋

（に
勢
研
て

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
「後
法
興
院
記
』
明
応
三
年
四
月
四
日
の
条
に
「西
方
寺
近

所
谷
観
音
有
霊
験
云
々
。
近
日
都
部
貴
賤
参
詣
不
可
勝
計
云
々
」
と
あ
り
、『
言

国
郷
記
』
の
明
応
三
年
四
月
十
四
日
の
条
に
も

「御
乳
兵
衛
尉
内
谷
之
観
音
参

詣
其
留
守
沙
汰
云
々
」
と
あ
る
。
『
お
湯
殿
上
日
記
』
で
は
明
応
三
年

四
月
十

二
日
に

「
た
に
の
く
わ
ん
お
ん
上
ろ
う
は
じ
め
ま
い
ら
せ
て
み
な
ノ
ヽ
御
ま
い

り
」
と
あ
る
の
を
は
じ
め
、
同
年
四
月
十
四
日
、
五
月
十
八
日
、
五
月
二
十

一

日
、
五
月
二
十
六
日
、
六
月
八
日
、
六
月
十
七
日
、
八
月
二
十
三
日
に
も
女
房

た
ち
の
参
詣
記
事
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
観
音
が
石
仏
で
あ

っ
た
こ
と
は

『後
法

興
院
記
』
に

「
是
日
令
巡
見
西
芳
精
舎
。
関
白
、
得
業
房
令
同
道
。
雅
俊
朝
臣

摯
腋
〓
慟
椰
嘲
「
ｒ
赫
り 参、
滞

『 石、東 観、
文注音、
事
喘
祀
」
撲
暉
舞
報
酬
製
ば
」
嗣
い
悧
躊

内
石、
観、
音、
敷
地
事
、
不
日
可
被
明
申
之
由
候
也
」
（明
応
三
　
ヽ
年
扶
朔
現
「
）
と
ぁ

る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
石
観
音
の
信
仰
が
流
行
し
た
の
が
半

狩
つ ぁ
義
詢
¨
講
政
な
が

一
」
一
中
利
け
（
い
篠
い
¨
嘘
碁
“
嶽
務
『

『
な
薪
『
】

番
職
人
歌
合
』
の
判
者
は
、
判
詞
を
記
し
た
時
点
で
は
ま
だ
谷
の
観
音
に
は
参

詣
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「石
仏
と
こ
そ
申
な
れ
」
と
い
っ
て
い
る
。

本
職
人
歌
合
は
、
こ
の
よ
う
に
谷
の
観
音
の
信
仰
が
流
行
し
、
都
部
の
貴
賤
が

参
詣
し
た
明
応
三
年

（
一
四
九
四
）
の
春
に
詠
作
さ
れ
た
と
断
定
し
て
よ
い
も

の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
平
安
時
代
に
お
け
る
遊
楽
と
儀
礼
と
を
伴
う
晴
儀
の
歌
合
の
大
半
は
、

詠
者

（歌
人
）
。
判
者
の
ほ
か
に
発
起
者

（主
催
者
）
。
企
画
者

（主
と
し
て
選

者
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
歌
合
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
室
町
時
代
と
て
ほ
ぼ
同

様
で
あ
る
。
『実
隆
公
記
』
明
応
元
年

（
一
四
九
二
）
十
月
二
十
六
日

の
条
に

「押
天
晴
、
風
静
、
依
兼
日
約
諾
向
竹
内
僧
正
房
、
近
衛
前
関
白
、同
右
府
殿
下
、

按
察
大
納
言
報
躍
参
ヽ
中
御
門
大
納
言
、
四
条
大
納
言
、
下
官
、
（略
）
友
平
等

候
之
、
歌
合
衆
砒
斜
〔主臥
帥
軌
材
一褻
蹄
ぶ
睡
踊
コ
矩
ｒ
ツ
址
翻
伍
首
、
ヽ
読
師
初
題
二
接

察
大
納
言
、
残
題
三
中
御
門
大
納
言
、
講
師
済
継
、
発
声
冷
泉
前
中
納
言
也
、

褒
貶
之
儀
打
札
両
方
各
申
所
存
、
姉
小
路
宰
相
、
江
南
院
等
執
筆
書
付
之
、
難

陳
之
儀
等
巨
細
不
能
記
之
、
自
早
朝
及
深
更
、
窮
属
無
治
術
者
也
、
齋
之
後
則

被
始
会
之
儀
、
題

二
衆
議
等
事
了
、
点
心
、　
一
献
等
有
之
、
又
相
残
分
褒
貶
之

儀
事
了
、
有
盃
酌
、
二
更
各
分
散
、
役
送
頴
基
朝
臣
、
実
治
、
大
蔵
卿
法
眼
、

近
衛
陽
明
諸
大
夫
等
、
其
外
房
中
若
衆
等
也
、
頗
厳
重
之
会
席
也
、
委
旨
難
記

隷
而
已
」
と
い
う
。
主
催
者
で
あ
る
伏
見
宮
貞
常
親
王
の
息
で
あ
る
竹
内
僧
正

（曼
殊
院
門
跡
）
の
房
で
の
歌
合
に
は
、
近
衛
政
家

・
尚
通
ら
を
は
じ
め
、実
隆

も
加
え
て
二
十
二
名
の
歌
合
衆
が
出
席
す
る
。
五
題
で
五
十
五
番
、
計
百
十
首

の
歌
が
披
講
さ
れ
た
。
早
朝
か
ら
深
夜
に
及
ぶ
頗
る
厳
重
な
る
会
席
で
あ

っ
た

と
実
隆
は
記
し
て
い
る
。
「後
法
興
院
記
』
に
も
同
日
の
歌
合
の
記
事
が
記
さ

れ
て
餞
か
。
同
記
に

「自
兼
日
給
題
」
と
あ
る
よ
う
に
、
歌
の
題
は
あ
ら
か
じ

め
詠
者
た
ち
に
通
知
さ
れ
て
い
た
。
恐
ら
く
歌
合
の
企
画
、
つ
ま
り
歌
題
、
結



番

・
歌
人

（詠
者
）
の
選
定
等
は
竹
内
僧
正
自
身
か
、
僧
正
の
委
嘱
を
う
け
た

人
が
か
な
り
早
く
に
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
の
歌
合
の
会
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。
と
こ
ろ
で

「職
人
歌
合
」
の
場
合
、
詠
者
を
職
人
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ

は
仮
託
で
あ
り
、
真
の
詠
者
は
表
面
に
は
現
れ
て
い
な
い
。
判
者
と
て
同
様
で

あ
る
。
し
か
し
、
晴
儀
に
お
け
る
場
合
の
よ
う
な
歌
合
形
式
は
と
ら
れ
な
く
と

も
、
企
画

・
構
成
者
、　
お
よ
び
詠
者

・
判
者
の
存
在
は
考
え
ら
れ
よ
う
。
コ
一

十
二
番
職
人
歌
合
』
を

一
人
の
創
作
と
す
る
見
方
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
そ
の

は
”
】
制
』
た
凝
】
〔
榊
型
椰
』
聯
砕
）
れ
は
ぼ
割
っ
希
餃
剣
『
¨
翡
製
一
］

に
は
ほ
ぼ
同
様
の
形
式
で
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
三

十
二
番
職
人
歌
合
』
序
文
に
、
コ
」
ゝ
に
我
等
升
余
人
い
や
し
き
身
し
な
お
な
じ

き
も
の
か
ら
、
そ
の
む
し
ろ
に
の
ぞ
み
て
、
そ
の
名
を
か
け
ざ
る
こ
と
将
来
多

生
の
恨
也
。
今
た
ま
ノ
ヽ
過
ぬ
る
あ
と
を
を
は
ん
こ
と
を
お
も
ふ
に
猿
牽
の
大

夫
の
い
は
く
、
も
し
月
と
恋
と
を
題
と
せ
ば
（略
）、
ま
さ
に
花
を
題
と
し
て
、

又
お
も
ひ
を
の
ぶ
る
一
首
を
く
は
ふ
べ
き
を
や
と
、
衆
議
こ
れ
に
く
み
す
、
す

な
は
ち
つ
が
ひ
を
さ
だ
め
一
巻
に
し
る
し
て
勧
進
の
ひ
じ
り
弁
説
上
人
の
庵
室

に
い
た
り
て
判
の
こ
と
葉
を
も
と
む
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
猿
牽
大
夫

。
勧

進
聖
弁
説
上
人
な
ど
に
仮
託
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
事
実
は
幾
人
か
の
歌
人

た
ち
が
歌
を
詠
み
、
し
か
る
べ
き
人
に
判
を
依
頼
し
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
で
は
実
際
は
、
い
か
な
る
人
び
と
に
よ
っ
て
歌
は
詠
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

三

『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
第
二
十
五
番
は
述
懐
の
歌
で
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

（天
理
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
）

左

（
へ
う
ほ
う
絵
師
）

い
か
に
せ
ん
馬
な
ら
ぬ
絵
の
へ
う
ほ
う
ゑ
ま
き
だ
し
わ
ろ
く
の
り
の
こ
は

き
を
右

（
は
り
ど
の
）

雨
の
日
を
も
ら
す
は
お
し
き
あ
き
な
ひ
に
内
ば
り
ひ
ろ
き
殿
つ
く
り
せ
ん

表
法
衣
師
の
よ
め
る
左
の
歌
、
い
か
に
せ
ん
馬
な
ら
ぬ
絵
の
へ
う
ほ
う

ゑ
と
侍
る
上
旬
に
て
、
思
よ
ら
ぬ
馬
の
ふ
と
か
け
出
た
る
心
ち
し
侍
る

に
、
下
旬
を
よ
み
つ
づ
け
ぬ
れ
ば
、
ま
き
だ
し
わ
ろ
く
の
り
の
こ
は
き

を
と
あ
る
に
こ
そ
此
馬
の
尾
髪
も
と
ヽ
の
は
り
て
み
え
侍
れ
。
は
り
殿

の
右
の
歌
、
内
ば
り
ひ
ろ
き
や
う
に
造
作
を
し
て
雨
儀
に
も
装
東
に
事

か
か
ず
、
潤
色
の
ま
ゝ
に
て
出
仕
さ
せ
ん
事
を
た
く
め
る
女
工
所
の
ね

が
ひ
も
心
ひ
ろ
く
き
こ
ゆ
。
左
は
た
く
み
な
る
黙
を
そ
な
へ
、
右
は
た

け
た
か
き
徳
を
具
せ
り
。
可
為
持
。

「
へ
う
ほ
う
ゑ
」
と
は
表
法
衣
師
の
こ
と
で
あ
る
。
「節
用
、、鮮
］
　

で
は

「表
補

絵
」
「表
背
法
」
と
あ
り
、
と
も
に

「
ヘ
ウ
ホ
ヱ
」
と
訓
ん
で
い
る
。
「表
補
絵
」

は
表
情

（
ひ
ょ
う
ほ
い
）
で
あ
り
、
今
日
の
表
具

・
表
具
師
の
こ
と
で
あ
る
。

表
補
絵
師
の
歌
は
、
本
紙
を
表
装
す
る
の
に
糊
が
強
く
て
巻
出
し
が
悪
い
、
そ

れ
を
ど
う
し
よ
う
と
い
う
く
ら
い
の
意
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
馬
の
牧
出
し
の
荒

々
し
く
て
乗
り
に
く
い
の
意
も
掛
け
て
言

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
が
判
者
に

よ

っ
て

「
た
く
み
な
る
妹
を
そ
な
へ
て
い
る
」
と
評
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
表
補
絵
師
の
歌
が
、
室
町
時
代
中
期
の
有
数
な
知
識
人
で
あ
る
三
条
西

実
隆
の
作
で
あ

っ
た
。
そ
の
数
十
年
に
わ
た
る
日
記
は

『実
隆
公
記
』
と
し
て

知
ら
れ
、
そ
の
歌
集
を

『
雪
玉
集
』
と
い
う
。
『雪
玉
集
』
は
後
柏
原
帝
の
『柏

玉
集
』
、
冷
泉
政
為
の

『
碧
玉
集
』
と
と
も
に

「
三
玉
集
」
と
呼
ば
れ
る
。
」
雪

玉
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
歌
は
八
千
首
を
越
え
る
が
実
隆
詠
作
歌
は
約
六
八



七
〇
首
で
あ
る
。
「私
家
集
大
成
』
（中
世
Ⅵ
）
の

「実
隆
」
に
は

『
再
昌
草
』

『
雪
玉
集
』
『集
雪
追
加
』
の
三
種
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
『雪
玉

集
』
は
寛
文
十
年

（
一
六
七
〇
）
刊
の

「雪
玉
集
」
（北
海
道
教
育
大
学
図
書

館
蔵
）
を
底
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
最
後
の
巻
で
あ
る
第

十
八
巻
に
、　
つ

こ

桜
の
な
を
よ
め
る

い
一・し
な
の
よ
り
い
と
さ
き
そ
め
て
き
り
か
や
つ
八
重
も
ひ
と
へ
も
ち
か

の
し
は
か
ま

表
法
絵
師

い
一・い
か
に
せ
む
馬
な
ら
ぬ
絵
の
表
法
絵
ま
き
た
し
わ
ろ
く
の
り
こ
は
く

し
て
鶏
鵡
を
よ
め
る

臥
四一人
そ
う
き
こ
ま
も
ろ
こ
し
の
鳥
ま
て
も
お
も
ふ
と
い
へ
は
お
も
ふ
と

そ
鳴

な
ど
と
あ
る
。
こ
の
人
一
四
三
の
歌
こ
そ
が

『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
第
二
十

五
番
左
の
表
補
絵
師
の
歌
な
の
で
あ

っ
た
。
両
者
を
較
べ
て
み
る
と
、
仮
名
遣

い
や
文
字
違
い
の
違
い
は
間
わ
ぬ
と
し
て
、
下
の
結
句
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。

『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
（天
理
本
）
で
は

「
の
り
の
こ
は
き
を
」
と
な

っ
て
い

る
。
「群
書
類
従
」
所
収
本
（板
本
）
も
、
こ
の
歌
に
関
し
て
は
文
字
遣
い
ま
で
す

べ
て
天
理
図
書
館
蔵
本
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

『
雪
玉
集
』
で
は

「
の

り
の
こ
は
く
し
て
」
と
あ
り
、
歌
意
に
多
少
の
相
違
は
生
ず
る
が
同

一
歌
と
見

て
よ
い
。
大
阪
市
立
大
学
に
は

『
雪
玉
集
』
の
写
本
が
二
本
蔵
さ
れ
て
い
る
。

無緯鰤卸」静縮〆蜘』「蝙画「を課経斜ば『̈
いｒ」「の̈絲̈
せ『罐駆

な
ら
ぬ
絵
の
表
補
絵

ハ
巻
出
し
わ
ろ
く
の
り
こ
ハ
く
し
て
」
と
見
え
て
い
る
。

板
本
の

『
雪
玉
集
』
と
結
句
は
同
じ
で
あ
る
が

「表
補
絵

ハ
」
と
あ
る
点
に
お

い
て
相
違
す
る
。

以
上
の
こ
と
は
、
実
は
す
で
に
近
世
後
期
の
人
が
指
摘
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
『今
様
職
人
尽
歌
合
』
は
文
政
八
年

（
一
八
二
五
）、
板
元
新
泉
園
よ
り

出
版
さ
れ
た
上
下
三
冊
の
狂
歌
歌
合
の
書
で
あ
る
。
画
は
鍬
形
意
斎
の
筆
で
、

上
下
巻
と
も
に
三
十
六
種
ず
つ
、
計
七
十
二
種
の
職
人
を
描
く
。
判
者
は
上
巻

が
四
方
真
顔
、
下
巻
は
宿
屋
飯
盛
で
、
序
文
を
宿
屋
飯
盛
、
跛
文
を
四
方
真
顔

が
書
い
て
い
る
。
そ
の

『今
様
職
人
尽
歌
合
』
（国
会
図
書
館
蔵
）
の
跛
文

に

は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

職
人
尽
歌
合
は
其
始
け
ん
は
な
し
の
名
に
通
ふ
建
保
の
む
か
し
水
梨
子
の

水
無
瀬
の
御
所
に
て
（略
）
又
其
後
に
花
と
述
懐
を
題
に
て
三
十
二
番
の
歌

合
あ
り
、
勧
雄
聾
砺
長
柄
杓
さ
し
付
て
是
を
逍
遥
院
殿
の
御
作
也
と
い
ふ

は
、
か
の
公
の
壁
玉
集
な
る
表
背
絵
の
戯
歌
、
此
中
に
み
え
た
れ
ば
な
る

べ
し
。
す
べ
て
此
職
人
尽
と
い
ふ
物
は
じ
め
に
も
い
ふ
が
如
く
、
其
道
の

者
ど
も
が
我
と
よ
み
た
る
物
に
は
あ
ら
で
、
み
な
や
ご
と
な
き
方
々
の
歌

も
判
詞
も
手
づ
か
ら
み
づ
か
ら
遊
ば
し
て
、
下
ざ
ま
に
は
か
ゝ
る
わ
ざ
し

て
世
を
わ
た
る
た
ぐ
ひ
も
あ
り
け
り
と
も
て
興
じ
給
ひ
て
、
仮
初
の
め
ざ

ま
し
く
さ
に
せ
さ
せ
給
ひ
し
物
に
こ
そ
有
け
め
。

右
の
跛
文
で
四
方
真
顔
は
、
Ｅ
一十
二
番
職
人
歌
合
』
の

「表
背
絵
」
の
歌
が

逍
遥
院
実
隆
の
歌
集
に
見
え
、
従

っ
て
当
職
人
歌
合
を
実
隆
の
作
と
す
る
説
を

紹
介
し
て
い
る
。
た
だ

「壁
玉
集
」
と
い
う
集
は
な
い
。

「
碧
玉
集
」
の
誤
り

で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
は
冷
泉
政
為
の
歌
集
で
あ
り
、
恐
ら
く

「雪
玉
集
」

の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
「表
補
絵
師
」
の
歌
は
、
ま
さ
し
く

『雪
玉
集
』
に
見

え

て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
首
を
も

っ
て

『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』

全
体
を
三
条
西
実
隆
の
作
と
す
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。



そ
れ
に
し
て
も
三
条
西
実
隆
が
表
補
絵
師
の
歌
を
よ
み
、
そ
れ
が
当
職
人
歌

合
に
あ
る
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ

っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
で
は
な
ぜ

実
隆
は
表
補
絵
師
の
歌
を
詠
ん
だ
の
か
。

三
条
西
家
は
大
炊
御
門

・
山
科
の
諸
家
と
と
も
に
、

「装
束
の
家
」
と
呼
ば

れ
る
。
装
束
の
家
と
は
、
装
束
の
事
を
世
業
と
す
る
家
の
こ
と
で
、
衣
服
を
中

計ヽ
２
す
る
が
、
そ
の
他
に
室
内
装
飾
に
関
す
る
も
の
も
含
む
。実
隆
の
著
に
『装

東
抄
』
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
冠

。
緩

。
抱
を
は
じ
め
、
笏

・
扇

・
帖
紙
の
こ
と

な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。
三
条
西
家
は
、
装
東
に
か
か
せ
な
い
苧
の
管
理
権
を

も

っ
て
ぃ
ｉ主た
ば
『実
隆
公
記
』
に
は
美
濃
や
越
後
の
苧
に
つ
い
て
の
記
事
が
頻

鰈
導
制
』
獅
』
智
』
誡
鰤
幹
』
囃
料
¨
罐
わ

つ 管
制
囃
鶴
〔
わ
萱
一
け
ｒ
”
は
』

見
て
く
る
と
、

『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
第
二
十
五
番

「表
補
絵
師
」
の
番
い

が

「張
殿
」
で
あ
り
、
や
は
り
装
東
と
関
連
が
深
い
。
判
詞
に
も

「
雨
儀
に
も

装
束
に
事
を
か
ヽ
ず
潤
色
の
ま
ゝ
に
て
出
仕
さ
せ
ん
云
々
」
と
あ
る
。
こ
れ
も

装
束
家
の
人
の
作
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
三
十
二
番
職
人
歌

合
』
で
は
、
第
九
番
も
表
補
絵
師
と
張
殿
の
歌
で
あ
る
。
そ
の
九
番
を
参
考
と

し
て
あ
げ
て
お
こ
う
。

左

（
へ
う
ほ
う
ゑ
師
）

山
水
も
は
る
ぞ
見
事
の
へ
う
ほ
う
ゑ
花
の
に
し
き
を
ち
う
べ
り
に
し
て

右

（
は
り
張
）

き
ぬ
ど
も
を
春
の
日
し
め
し
を
き
も
あ
へ
ず
花
見
の
で
た
ち
い
そ
が
る
ゝ

こ
ろ此
山
水
の
絵
、
象
牙
の
軸
、
金
襴
の
表
紙
よ
り
も
花
の
錦
の
中
べ
り
う

つ
く
し
く
し
た
て
ら
れ
て
、
山
水
の
春
景
も
光
そ
ふ
心
地
し
侍
る
に
、

こ
の
張
殿
の
春
の
ひ
し
め
し
を
き
あ
へ
ず
、
花
見
の
出
立
に
男
女
の
衣

表 輔 絵 師

<天理図書館蔵「三十二番職人歌合」より>
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服
ど
も
取
み
だ
し
た
る
さ
ま
、
つ
き
ス
ヽ
し
く
い
ひ
い
だ
さ
れ
り
、
女

の
歌
は
よ
は
き
も
ゆ
る
さ
る
ヽ
事
な
る
に
、
か
ひ
ス
ヽ
し
く
手
き
ヽ
た

る
口
つ
き
は
、
た
な
ば
た
の
手
を
も
立
田
姫
の
心
を
も
へ
つ
ら
ひ
侍
ら

じ
。
花
の
錦
の
一
幅
の
絵
よ
り
は
、
い
く
む
ら
と
も
な
き
は
り
ぎ
ぬ
は

め
と
ま
る
心
ち
そ
し
侍
る
。

こ
れ
ら
の
歌
も
三
条
西
実
隆
と
関
係
が
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

四

『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
の
詠
者
た
ち
に
関
し
て
、
近
衛
殿
に
も
触
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
じ
つ
は
、
本
歌
合
の
詠
者
の
中
に
近
衛
政
家

。
尚
通
父
子
も
加
わ

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
故
で
あ
る
。

『類
衆
名
物
考
』
（巻
百
二
十

一
称
号
部
七
職
業
）
に
次
の
ご
と
く
あ
る
。

○
髪
女
　
か
つ
ら
め
　
桂
女

職
人
尽
歌
合
に
は
な
し
。
近
衛
信
尋
公
の
御
讃
、
狩
野
尚
信
が
絵
に
、
こ

の
図
を
見
た
り
。
女
の
か
も
じ
を
捻
付
る
所
有
り
。
三
幅
対
の
右
に
て
、

こ
の
左
は
辻
が
花
な
り
。
そ
の
讃
の
歌

花
か
づ
ら
落
が
み
な
ら
ば
ひ
ろ
ひ
お
き
て
ひ
ね
り
つ
ぎ
て
も
う
ら
ま
し

も
の
を

中
は
、
法
師
の
衣
き
て
柄
長
き
ひ
さ
く
持
た
る
を
書
て
、
そ
の
上
に
判
の

詞
を
書
れ
た
り
。
そ
の
詞
書

左
、
わ
か
ゆ
の
桶
を
い
た
だ
き
て
袂
も
つ
じ
か
花
を
折
と
い
へ
る
。
彼

月
の
中
の
か
つ
ら
男
よ
り
は
、
こ
の
か
つ
ら
め
は
き
よ
げ
に
や
。
絹
綾

な
ら
ぬ
布
の
ひ
と
へ
衣
な
が
ら
、
つ
じ
が
花
を
折
と
あ
る
も
よ
く
い
ひ

な
さ
れ
て
聞
ゆ
。
春
風
ぞ
さ
せ
る
よ
せ
な
く
侍
れ
ど
、
孟
郊
が

一
日
見

尽
長
安
花
と
侍
る
う
へ
、
つ
じ
が
花
染
計
に
て
は
春
の
花
の
心
も
か
す

か
に
侍
る

（べ
一
桑
や
。
右
、
花
か
づ
ら
の
落
髪
な
ら
ば
拾
ひ
置
て
ひ
ね

り
つ
が
ん
と
見
る
、
花
を
思
ふ
心
は
せ
ち
に
侍
れ
ど
、
左
は
猶
力
入
て

き
こ
ゆ
る
に
や
。

〔夫
木
抄
〕蒸
難増譜瀬政）
か
つ
ら
め
や
新
枕
す
る
よ
ひ
ノ
ヽ
は
と
ら
れ

し
鮎
の
今
宵
と
ら
れ
ぬ

○
つ
じ
が
花

同
上
の
絵
の
左
に
、
額
ゆ
へ
る
女
の
衣
は
こ
え
て
丸
き
笥

（桶
の
蓋
）
の

上
に
鮎
置
て
前
に
有
る
が
、
そ
の
衣
の
色
、
乱
文
の
村
濃
な
り
。
こ
れ
辻

が
花
染
に
や
あ
ら
ん
。
そ
の
歌

春
風
に
若
鮎
の
桶
を
い
た
だ
き
て
袂
も
辻
が
花
を
折
か
な

今
案
に
、
か
つ
ら
め
に
ニ
ツ
の
わ
か
ち
あ
り
。
頭
に
着
る
重
を
作
る
女
を

も
云
ふ
。
ま
た
京
の
西
な
る
桂
川
の
ほ
と
り
の
女
を
も
桂
女
と
い
ふ
。
是

は
鮎
を
売
る
も
の
な
り
。
そ
の
間
違
な
る
べ
し
。
桂
女
は
、
た
と
へ
ば
河

内
女

・
難
波
女

・
初
瀬
女
の
た
ぐ
ひ
な
り
。
是
は
書
家
の
心
得
た
が
ひ
に

や
と
お
も
は
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
狩
野
孝
信

（
一
五
七

一
―

一
六

一
八
）
の
次
男
狩
野
尚
信

（
一

六
一
八
―

一
六
五
〇
）
の
絵
に
、
後
水
尾
天
皇
の
弟
に
あ
た
る
近
衛
信
尋

（
一

五
九
八
―

一
六
四
九
）
が
賛
を
し
た
三
幅
対
が
あ

っ
た
と
い
う
。
左
が

「辻
が

花
」
の
絵
で
右
が

「重
女
」、
中
は

「法
師
の
衣
き
て
柄
長
き
ひ
さ
く
持
た
る
」

も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は

「職
人
尽
歌
合
に
は
な
し
」
と
い
う
。
い
う
と
こ
ろ

の

「
職
人
尽
歌
合
」
と
は

『
七
十

一
番
職
人
歌
合
』
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に

は
ま
さ
し
く
な
い
。
コ
一十
二
番
職
人
歌
合
』
の
判
者
は
勧
進
聖
で
、非
常
に
長

い
柄
の
約
を
持

っ
た
た
く
ま
し
い
僧
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
前
記
の
歌

・
判

詞
も

『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
第
五
番
の
も
の
で
あ
る
。
文
字
遣
い
に
多
少
の

相
違
は
あ
る
が
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
る
。
た
だ
天
理
図
書
館
本
と
比
較
す
る
と



（下
段

・
天
理
図
書
館
本
）

ひ
ろ
ひ
お
き
て

き
よ
げ
に
や

拾
ひ
置
て

ひ
ね
り
つ
が
ん
と
見
る

ひ
ろ
ひ
を
き
て
も

き
よ
げ
に
み
ゆ
る
に
や

拾
を
き
て
も

ひ
ね
り
つ
が
む
と
い
へ
る

登捻

右
の
四
箇
所
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。

公
卿
の
屋
敷
に
出
入
し
、
御
用
絵
師
と
呼
ば
れ
た
狩
野
探
幽
の
弟
に
あ
た
る

狩
野
尚
信
の
絵
に
、
近
衛
信
尋
が
わ
ざ
わ
ざ
賛
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は

「
桂
の

女
」

「重
捻
」
の
歌
が
近
衛
家
の
人
び
と
の
作
で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
コ
一十
二
番
職
人
歌
合
』
が
成
立
し
た
明
応
三
年
は
、
後

法
興

院
と
し
て
知
ら
れ
る
近
衛
政
家
と
そ
の
息
尚
通
の
時
代
で
あ
る
。
政
家
は
だ
ト

一
歳
で
前
関
白
、
尚
通
は
二
十
二
歳
で
関
白
正
三
位
の
右
大
臣
で
も
あ

っ
た
。

近
衛
家
と
桂
と
は
関
係
が
深
い
。

「桂
殿
」
と
い
わ
れ
た
荘
園
は
、
現
京
都

市
西
京
区
桂
付
近
の
こ
と
で
あ
る
が
、

建
長
五
年

（
一
二
五
三
）

一
一
月
の
近
衛
家
領
＝
録

０
■
衛
家
ク
、占
）
に

「荘
務
木
所
進
退
な
き
所
々
」
と
し
て
ム
∴
ろ
高
門
眈
（鳥
‥―‥―
た
中
中
晴
）

領
内
桂
殿
が
初
見
で
、
立
■
＝
平
安
在
川
ｒ
ｌ
か
の
，
イ，
ル
１１１
定
さ
れ
る
。

鎌
倉
中
期
に
は

「本
晰
■
退
な
―
　
　
＝
％
綺
言
山
山
守
ｒ
た
く
、
室
町 判者・勧進聖

8
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中
期
以
前
ま
で
に
同
家
の
一
円
進
止
荘
園
と
な

っ
た
。
鎌
倉

・
室
町
前
期

の
動
向
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
が
、
応
仁
の
乱
後
に
つ
い
て
は
近
衛
家

当
主
の
日
記

「後
法
興
院
記
」
や
近
衛
荘
務
の
記
録

「後
法
興
院
雑
事
要

録
」
で
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
桂
殿
は
山
城
国
富
家
殿

（現

宇
治
市
五
箇
庄
）
。
近
江
信
楽
庄
と
と
も
に
中
世
近
衛
家
屈
指
の
財
源
で
、

戦
国
期
遠
隔
地
荘
園
の
解
体
と
と
も
に
い
っ
そ
う
重
要
と
な

っ
た
。
文
明

一
〇
年

（
一
四
七
八
）
よ
り
永
正
二
年

（
一
五
〇
五
）
の
負
担
を

「後
法

興
院
雑
事
要
録
」
で
記
す
と
、
現
納
米

・
麦
の
定
年
貢
、
公
事
物
の
ほ
か

公
事
銭

。
人
夫
銭

・
麦
代
銭
の
貨
幣
地
代
、
臨
時
課
設
と
し
て
牛
飼
給

・

谷
地
蔵
院
公
事
銭

。
久
世
井
料

（今
井
用
水
の
使
用
料
）
の
徴
収
が
あ
る
。

（京
都
都
の
地
名
）

後
法
興
院
政
家
、
そ
の
子
尚
通
の
こ
ろ
は
桂
殿
が
近
衛
家
の
荘
園
で
あ

っ
た
。

現
に

『後
法
興
院
雑
事
要
録
』
（陽
明
文
庫
蔵
）
の
明
応
二
年
の
項
に
は
、
「桂

殿
」
よ
り
の
も
の
と
し
て
、

Ｔ
肯
月
六
日
　
　
壺
型
婉
三
籠
中
ｒ
確
ア
砕
掛
け
鰤
働
ｒ
標
物

若
菜
＋
籠

三
月
四
日
　
　
松
尾
神
供
進
上
、
鮎
、
酒
塩
代
十
六

五
月
三
日
　
　
蓬
昌
蒲

十
八
日
　
公
事
銭
百
疋

＋
六
日
　
麦
代
五
百
文

一
石
代

六
月
七
日
　
　
麦
五
斗

月
十
七
日
　
麦
八
斗
　
友
重

七
月
五
日
　
　
麦
五
斗
　
鮎

一
鉢
酒
塩
代
升
二

等
と
あ
り
、
翌
々
五
年
に
も
、

正
月
六
日
　
　
餅
鏡
三
疏評が情Ｆ碑柿ゲ靭銹蜂銹上、

若
菜
十
籠

二
月
二
日
　
　
松
尾
神
供
進
上

十
五
日
　
鮎

一
鉢
　
酒
塩
代
十
六

四
月
二
日
　
　
松
尾
神
供
進
上

五
月
三
日
　
　
蓬
昌
蒲

六
月
六
日
　
　
公
事
銭
百
疋

十

一
日
　
鮎

一
鉢
、
酒
塩
代
舟
二
、
麦
代
三
百
六
十
、　
一
石
分

九
月
九
日
　
　
鮎

一
鉢
　
酒
塩
代
舟
二

等
と
見
え
て
お
り
、
桂
川
で
取
れ
る

「鮎
」
が
献
上
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。

以
上
、
要
す
る
に

「
桂
殿
」
と
呼
ば
れ
た
荘
園
が
近
衛
家
所
有
の
も
の
で
あ

っ
た
の
で
、
桂
女
、
重
捻
な
ど
の
歌
を
近
衛
政
家
ら
が
詠
み
歌
合
絵
巻
物
と
し

て
遣
さ
れ
て
い
た
。
後
に
な

っ
て
近
衛
信
尋
が
近
衛
殿
に
因
み
、
出
入
り
の
絵

師

・
尚
信
に
特
に
下
命
し
て
描
か
せ
た
も
の
に
賛
を
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
尚
信
に
と

っ
て
は
、
兄
探
幽
も

『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
善
扇

注

２
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

注

１３

に
紙
中
極
を
し
て
お
り
職
人
絵
に
は
馴
染
み
が
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

参
考
ま
で
に
第
二
十

一
番
の

「桂
の
女
」

「重
捻
」
の
述
懐
歌
を
あ
げ
て
お

こ
，り
。
左

（桂
の
女
）

名
の
り
の
み
あ
ゆ
は
上
薦
け
た
ま
し
や
よ
ご
れ
わ
ら
う
づ
し
ほ
れ
か
た
び

ら

右

（重
捻
）

う
つ
く
し
く
か
か
れ
と
て
し
も
う
ば
御
前
は
よ
め
が
か
づ
ら
を
ひ
ね
ら
ざ

り
け
む
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判
詞
も
あ
る
が
省
略
す
る
。

五

『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
は
明
応
三
年
の
作
で
あ
る
が
、
そ
の
年
に
は
後
土

門
御
門
帝
の
生
母
嘉
楽
門
院
藤
原
信
子

（後
花
園
帝
の
后
）
の
七
回
忌
法
会
が

盛
大
に
厳
修
さ
れ
て
い
る
。
二
月
二
十
四
日
か
ら
同
二
十
八
日
ま
で
の
五
日
間

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
四
月
に
行
な
わ
れ
る
べ
き
も
の
を
当
月
に
引
き
あ
げ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

『後
法
興
院
記
』
『実
隆
公
記
』
曇
百
国
卿
記
』

『
お
湯

ぷ
嘲一碁勧
証

黎
藁
鰊
屏
韓

師
鋳
尤
纏
燿
鑢

茉

ど
議

ょ
開
Ｆ
歌
合
の
詠
者
た
ち
は
身
分
あ
る
上
層
公
血
″た
ち
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

痴期『「『徹磁↑期軸章缶は難い』務者っけ「蠅“か一』。っはい一獄

麟章倒計備に辞獣蜘鯖螂」御̈
齢商贖協一組智則狐雄婢陣神」脚雌

際ｒ吟
大ヽ輩獅渤鵠満中年い筆一な舞鋼腱一癖縁帥縮唯却螂晰〓い「

開鋼瑞摩曝けに時攣哺か難湖設れなけ暉、『輩『事社は人っ療ぃ」ぼ力ヽ恐

補ヵ、縦師っけぃな詢康燎はたヵ、一“をヵ、智″れは確疎“嚇̈
年縣卸耀雌「薇

れぞれの格別支配する職種の職人のことを詠むべく指定されていた
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
三
条
西
実
隆
が
詠
者
の

一
人
と
し
て
、

表
補
絵
師
の
歌
を
詠
ん
で
い
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と

は

『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
の
詠
者
た
ち
を
考
え
る
上
に
非
常
に
重
要
な
視
点

を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
ば
か
り
で

は
な
く
、
他
の
中
世
職
人
歌
合
研
究
に
と

っ
て
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

注①
　
『和
歌
文
学
大
辞
典
』
「室
一町
時
代
の
成
立
か
」
「文
献
年
表
「

一
五
〇
〇
年
頃
力
」

「群
書
解
題
』
室
町
時
代
末
期

『和
歌
文
学
年
表
』
「文
明
年
間
力
」

②
　
『職
人
歌
合
絵
の
研
究
」―
―
三
十
二
番
職
人
歌
合
絵
の
成
立
と
背
景
―
―
昭
五
六

。
三
・
三
一
歌
合
絵
研
究
会

③
　
『東
文
書
』
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

④

『勧
進
聖
と
社
寺
縁
起
』
第

一
章
六
、
聖
域
の
内
と
外
―
―
縁
起
語
り
。
勧
進
帳

徳
田
一
夫
　
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
第
四
号
　
一
九
七
八
・
三
月

③
　
「後
法
興
院
記
』
明
応
元
。
十
。
二
六

「晴
陰
、
入
夜
降
雨
、

早
旦
向
竹
裏
坊
有
褒
貶
歌
合
、
題
云
猜
鴻
樅
だ
な
漱
敏
貯
ル
膵
自
兼
日
給
題
人
数
十
二

人
、
五
十
五
番
也
、
余
、
関
白
、
右
府
、
竹
裏
僧
正
、
按
察
卿
、
父
子
中
御
門
大
納

言
、
四
條
大
納
言
、
侍
従
大
納
言
、
二
楽
院
、
両
冷
泉
、
耐
榔
陣
中
山
納
言
、
小
倉

中
納
言
、
姉
少
路
宰
相
、
園
宰
相
江
南
院
、
左
少
弁
宣
秀
、
寿
官
、
諸
平
朝
臣
、
俊

通
朝
臣
、
友
平
等
也
、
此
中
二
楽
院
、
俊
通
朝
臣
等
不
参
、
先
是
有
朝
演
、
次
講
和

歌
、
読
師
按
奈
、
講
師
姉
少
路
将
済
継
、
二
十
番
褒
貶
以
後
有

一
献
事
、
次
又
講
和

歌
按
察
早
出
、
読
師
中
御
門
大
納
言
役
之
、
至
子
刻
事
終
了
、
次
又
有
盃
酌
事
、
次

余
井
右
府
帰
宅
、
聖
門
今
日
被
来
此
亭
、
姉
少
路
宰
相
注
右
方
申
詞
、
江
南
院
注
左

方
中
詞
」

⑥
　
「職
人
歌
合
絵
の
研
究
』
六

コ
詠
者
と
判
者
」
参
。

⑦
　
伊
京
集

・
天
正
本
・
餞
頭
屋
本

・
易
林
本

・
里
本
本
で
は

「表
補
絵
Ｌ
表
背
絵
」

「
ヘ
ウ
ホ
ヘ
」
と
あ
る
。
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③
　
寸
法
・８
．
ｘ
・４
．袋
綴
全
一
冊
、題
策
な
し
、中
央
に
墨
書
　
雪
玉
和
歌
集
　
半
丁
に
約

十
八
首
　
奥
書
２

丁
分
）
に
、外
山
家
回
」春
歌
□
□
千
三
百
五
十
六
首
」
夏
六
百
八

十
七
首
　
同
二
十
三
丁
」
秋
千
三
百
八
十
六
首
　
同
四
十
八
丁
」
冬
八
百
二
首
　
同

二
十
六
丁
」
恋
千
百
八
十
首
　
同
三
十
二
丁
」
雑
千
九
百
十
五
首
　
同
二
十
九
丁
」

右
歌
□
合
七
千
三
百
三
拾
六
首
」
墨
付
惑
百
四
十
五
丁
　
続
く
半
丁
に

「饉
腱
翠
二鰐
鴨
筍
亀
概
飾　
知
暉飾
　
年鯉
攀
　
公
勝卿
　賓
教
卿
　
公
福
公

通
板
」
と
あ
る
。

◎
　
群
書
類
従
第
百
十
六
装
束
部
五
装
束
抄
西
一一一条
実
隆
公
抄
也

⑩

『実
隆
公
記
』
延
徳
三
。
一
一
二

一九

「苧
商
人
上
洛
、
貢
税
事
雖
有
歎
申
子
細

重
面
加
問
答
」
明
応
二
・
六
・
六

「苧
公
事
春
成
到
来
雖
遅
引
珍
重
々
々
」
等

①
　
「寝
藍
座
』
所
在
地
九
条
本
所
三
条
西
家

「東
寺
百
合
文
書
」

⑫
　
狩
野
派
の
絵
師
た
ち
が
近
衛
家
に
出
入
り
し
た
こ
と
は
、
例
え
ば
大
正
七
・
六
・

五
の
近
衛
公
爵
御
蔵
器
第
一
回
入
札
会
に
、
狩
野
探
幽
作

「中
文
珠
、左
右
真
山
水
」

（三
幅
対
）
が
五
・
六
万
円
で
落
札
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
（芸
術

新
潮
８．
．
３
　
絵
の
値
段
　
巨
匠

「探
幽
」
の
名
声
と
現
実
　
瀬
木
慎
一
）

⑬
　
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
「職
人
づ
く
し
絵
扇
面
」
四
幅
対
桐
の
内
箱
⌒７８
．
５
×
２３
．
５
×
・８
．
５
）

蓋
裏
面
に

「此
扇
面
、
扇
面
屏
風
に
て
あ
り
し
を
珍
頷
の
餘
懸
物
に
作
り
侍
る
と

云
」
と
あ
る
。
表
面
の
箱
書
に

「懸
物
古
土
佐
筆
扇
面
　
四
幅
対
」
と
あ
る
。
内
箱

の
中
二
段
　
外
箱
は
黒
漆
塗

「古
土
佐
職
人
つ
く
し
屏
風
日
六
」
に

「畷
許
み
う
り

譲
わ
り
　
土
器
作
　
脚
ぽ
聖
　
離
嶽

獅
子
舞

琵
琶
法
師
　
晴
鎌
鱗
う
り

猿
ま
わ
し
　
塩
や
き

屏
風
絵
師
　
は
り
殿
　
大
か
ひ
き
　
蹄
締
ヽヽ師
　
難
″
女

桧
物

師
　
渡
も
り
　
備
林鳴　
訪
ま
いす
か
ぃ　
嘔栂理
　
ま
ん
さ
い
　
さ
ん
置
」
と
十
一

行
に
わ
た
る
職
人
名
目
録
の
書
状
あ
り
。

一
幅
に
五
枚
の
扇
面
六
枚
、
四
幅
で
計
二
十
四
枚

（三
十
五
職
人
）
が
貼
ら
れ
て
い

る
。
名
扇
面
に
は
書
体

（行
書
体
）
の
異
な
る
土
佐
筆
の
文
字
が
二
箇
所
に
記
さ
れ

二
種
類
の
落
款

（朱
文
角

・
探
幽
、
朱
文
九
・
安
）
が
あ
る
。
各
扇
面
の
大
き
さ
は
、

扇
面
に
よ
り
多
少
の
増
減
は
あ
る
が
外
円
０
・　
内
円
２
．　
幅
０
・で
あ
る
。

三
十
五
職
人
中
三
十

一
人
ま
で
は

『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
よ
り
探
ら
れ
て
い
る
が
、

絵
解
・
興
昇
の
絵
が
欠
け
て
い
る
。
代
り
に

「東
北
院
職
人
歌
合

（十
二
番
本
と
よ

り
、
土
器
作
・
塩
焼
・
桧
物
師
・
琵
琶
法
師
の
四
職
人

（四
扇
面
）
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。

⑭
　
狩
野
派
と
職
人
絵
に
つ
い
て
は
、
他
に
桃
山
時
代
の
制
作
と
さ
れ
る
狩
野
吉
信
筆

（
一
六
四
〇
没
）
「職
人
尽
絵
屏
風
」
六
山
一
双
〈川
越
市
・
喜
多
院
蔵
）
、
狩
野
探
幽

筆

・
探
幽
縮
図

「職
人
尽
絵
図
巻
」
寛
文

一
三

（
一
六
七
三
×
京
都
市
立
芸
術
大
学

蔵
〉等
が
あ
る
。

①
　
「職
人
歌
合
絵
の
研
究
』
二
、
制
作
の
契
機
、
参
照

⑮
　
雑
誌

「文
芸
論
叢
」
第

一
七
号

『鶴
岡
放
生
会
職
人
歌
合
成
立
年
時
孜
』
山
本
唯

一
氏
稿

（大
谷
大
学
文
芸
学
会
　
照
五
六
。
九

・
三
〇
）
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